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　この講座は、ご自身の育児のために学

ばれる方がほとんどです。しかし、学んで

実践していくうちに「友達に教えてあげた

い」「身近な人にも知ってほしい」「もっと

多くの方に伝えたい」と自分の目標や夢

が広がり、実現するために取り組んでい

かれます。

　それは、チャイルドケアは特に難しい

知識や方法を取り入れなくても、身近な

素材やシンプルなケアで効果をあげ、そ

れまで不安だった育児も楽しめるように

なるからです。

　例えば、それまで薬に頼りがちだった

症状が、お茶を飲むだけで改善されるこ

ともあります。子どもにアロマセラピーを

利用しようと思っていた方が自分に使う

ことで、子どもにも影響し、互いに効果を

あげることもあります。

　ベビーマッサージも方法的に学ぶので

はなく、「心を通わせるためのふれあい」

を理解すれば、年齢に関係なく触れるこ

との大切さが分かります。それは最終的

に親子間の大切な絆づくりになります。

　つまり、難しいことではなく、ちょっとし

た考え方やモノの見方を知ることで、日々

の生活や育児に変化が起こり、自信につ

ながることをこの講座を通して体験され

ているのです。「自分でもできたことだか

ら、皆にも知ってほしい、伝えたい」とな

るのはごく普通の流れだと思います。

　そして、チャイルドケアを広げるために

できたのが、「CCC」の資格です。

　ただ、テキストで学ぶCCCの学習で、

アロマやハーブの使い方や、ふれあい

やタッチの方法などチャイルドケアの

ツールは知っていても、「概念」をどう理

解し伝えていくかまでは含まれていない

ので、どうしても「方法」や「知識」をお伝

えすることがメインになってしまうよう

に思います。

　チャイルドケアは、7つの基本コンセプ

トを理解し深めていくことで、さまざまな

ツールがケアとなり、あるいは、ツールが

なくてもケアができることを知るようにな

ります。テキストの中のカリキュラムはそ

の一部のご提案であり、方法にしかすぎ

ません。コンセプトを深めることで、記さ

れていないツールや方法も自然にこなせ

るようになるのです。世の中にはモノが

溢れ、簡易に済まされることが増えた一

方で、情報に彷徨い惑わされる方も増え、

育児不安は絶えません。だからこそ生き

方の指標となるような「考え」をもつこと

が大切です。

　チャイルドケアは、知識でもツールの

使い方でもなく「心」であり「考え方」で

す。それが「CCI」の伝える最も重要なカリ

キュラムになります。

　チャイルドケアに終わりはありません。

私自身も子どもが成人してもまだまだ続

いています。しかし、命の成長と流れの中

にこのチャイルドケアの「考え方」がある

ことで、迷うことなく、意識して継続してい

くことができるのです。

　「チャイルドケア」の本当の価値はそこ

にあると思います。そしてきっとお役に立

てることと思います。ぜひチャイルドケア

をもっと包括的に捉え、育児や生活への

活かし方を皆さんの勇気と行動で伝えて

ください。

チャイルドケア講師　松本美佳

考え方
育児や生活のための
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2つのライセンスの特長

　各ライセンスの特長は下記の通りです。MC会員であ
ることが前提となります。

◆チャイルドケア・コーディネーター（CCC）とは

　チャイルドケアに関する基礎知識を備え、その考えを
生活に取り入れることができる方であることを示すJAA
認定資格です。チャイルドケア・コーディネーター（以下
CCC略）として、普及・グループ活動を行うことができま
す。

◆チャイルドケア・インストラクター（CCI）とは

　チャイルドケアの概念を深め、チャイルドケアを実践す
るために必要な知識や方法を指導できる方であることを

示すJAA認定資格です。チャイルドケア・インストラクター
（以下CCI略）として、より充実した講師活動につなげる
ことが可能です。またCCIで諸条件を満たした方は、チャ
イルドケア認定加盟校として登録することができます。

　インストラクターライセンスを取得しなければ、講師活
動ができないというわけではありませんが、CCIという指
導者としてのライセンスも取得することで、チャイルドケア
の理解を深めるだけではなく、指導に対する技能を高
め、より充実した講師活動につながるとともに、受講者の
信頼度が高まります。
　またCCIになった方の大きな特典は、チャイルドケア認
定加盟校になることができる、という点です。加盟校とな
ることで、通学でのチャイルドケア受験対応講座やスクー
リング基礎編が開講できるようになります。そして将来的
には、地域の受講生やCCCのサポートを行っていただく

　チャイルドケア・ホームワーク講座が誕生して13年。当

講座は子どもの健康を管理するお母さんのために自然療法

を提案する講座として、全ての「いのち」のケアにも通

じる内容を提供してきました。現代社会が抱える少子高齢

化、子育て環境やコミュニケーション形態の変化から生まれ

る様々な問題は後を絶ちません。そんな中、家庭での子ど

もの健やかな成長のため、基本的生活習慣の見直しの大

切さや、自然の恩恵を感じながら自然治癒力を活性させると

はどういうことなのかを学習し、子どもと一緒に母（父）も

成長していくことを根底におく、このチャイルドケアの概念

は、時代に関係なく普遍的なものであり、もっともっと広がっ

ていってほしいという思いがあります。

　そこで、様々な地域でチャイルドケアの啓蒙活動をして

いただける方を増やすことを目的に、CCIの受験条件を緩

和し、受験環境を今一度整えることにしました。

　現在までのチャイルドケア・コーディネーター（CCC）合

格者は1,400名余り、そのうちCCI合格者は45名と、実はま

だまだ少人数です。この理由として、遠方にお住まいの方

やお子さんを預けられない方々も多く、CCI養成講習会へ

の参加条件を満たすことが困難であったこと、またCCC、

CCIの差別化が曖昧であったことが大きな要因ではないかと

いうことに行き着きました。それらを解消し明確にしたのが今

回の改正となります。

　この機会にたくさんの方々にCCIを目指していただくことを

願っています。

チャイルドケア本部

になる！

チャイルドケア・インストラクター

受験条件
の緩和

加盟校＆
インターネット
講座の利用　

地元で「チャイルドケア」を伝えよう！　
育児と家庭をサポートするスペシャリストを目指そう！

特集1
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ことで、「チャイルドケア」のア
ンテナスクールとして活動して
いただきたいと考えています。
※加盟校主催で松本先生の
講座を開講することもできます。（P11参照）

条件の緩和により
目指しやすい環境に

　CCIを受験するためには、スクーリングへ2回以上参加
を条件としてきました。しかし、開催地が東京と大阪で限
られていること、開催数が少ないこともあり、その条件を
満たすことが難しいというご意見をいただきました。そこ
で、スクーリング2回以上の参加という条件を外すことに
いたしました。

◆新CCI受験条件

①CCC 合格者（MC会員）
②ガイドブック保有者
③CCI養成講習会へ参加済みの方

　スクーリングは、学習理解を深めスキルアップを図るも
のとして、今後も開催していきます。会場に足を運ぶこと
が難しい方々は、松本先生によるインターネット配信に
よる公開講座の利用や、お近くに加盟校がある場合に
は、加盟校主催のスクーリングにご参加されることをおす
すめします。スクーリングへの参加条件を外しましたが、
CCI、加盟校を目指すためにはスキルアップは欠かせま
せん。CCI、加盟校の中でも格差が出ないよう、自覚を
持って学習に臨んでいただければと思います。

CCIの学習ポイント＆スキル

　学習面では、CCCで習得したチャイルドケアの基礎知
識をさらに深め、7つのコンセプトを背景に考え、アレンジ
や視野の広い考えをもってサポートすることができるよう
に学んでいきます。ガイドブックには、テキストだけでは読
み取れない内容が記載されています。ガイドブックをしっ
かり読み取り、チャイルドケアの基礎知識をさらに深めて
いただくことが求められます。
　またCCIはそれ以外に指導者としての伝える技術も必
要です。基礎的な文章力、表現力、傾聴など学習以外の
スキルを講習会で学んでいただきます。話すことが苦手
とされる方も、コツを理解することで不安を解消されてい

ます。
　◆CCCとCCIのスキルの違い
　CCIになるための学習としてガイドブックがありますが、
これはMC会員であれば購入でき、学習することができま
す。つまりチャイルドケアの学習の基本は、テキストとガイ
ドブックとなります。知識としては、CCCとCCIとの違いは
ないように思われますが、学習をすることと、実践的に伝
えるための学習では異なります。
例えば、ひとつの例で説明します。
　「子どもが風邪をひきやすいのですが、チャイルドケア
ではどのようなケアをしたらよいでしょうか？」という質問が
あったとします。
　皆さんはどのようにお答えするでしょうか？
　CCCまでの学習であれば下記のようにお答えするの
ではないでしょうか？
　「風邪の諸症状には、カモミールティーが良いとされて
います。または抗菌作用のあるティーツリーなどで芳香浴
をしたり、キャリアオイルに希釈して、フットマッサージなど
をしてみてはどうでしょう？」
　このように答えるのが一般的でしょう。もちろん、間違っ
てはいません。テキストではそう記しています。しかしCCI
はこのように答えます。
　「風邪をひきやすいということにはお母さんが気づいて
いらっしゃるのですね。それはご心配ですね。それはどこ
に原因があるとお考えですか？　食事のとり方や、生活
習慣などはどうされていますか？　冷たいものの食べ過
ぎによる冷えや運動不足などもあるかもしれません。季節
によってひきやすさなども違っていませんか？」
　と、いきなり質問に対して答えることはしません。まずお
母さんの悩みを確認し、共感し、どこにその原因があるか
を一緒に考えるところにつなげます。つまり寄り添いなが
らケアを考えることが、CCIのスキルです。お母さんと一
緒に原因を考えたり、改善方法を考えたり、どの方法だと
継続できるか、あるいは試すことができるのかなど、方法
やレシピをすぐに伝えるのではなく、寄り添い信頼できる
関係を築きながら、質問者の立場でできることを見つけ
てあげることが大切です。そのうえで、ハーブティ―やア
ロマを試していただいたり、触れ合うことの意味をお伝え
しながら、簡単なハンドマッサージをお伝えするのも良い
でしょう。
　CCIがチャイルドケアをお伝えする際に意識してほし
いのは、「7つのコンセプト」が背景に必ずあることです。
「風邪をひきやすい」というキーワードを7つのコンセプト

加盟校

CCC

CCI

CCC受講生
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から考えると「子どもを取り巻く環境から考える」から見
た場合、風邪だけに的を絞ったハーブやアロマの使い方
が答えとは限りません。その環境をお尋ねして原因を探
ることもケアです。そして、「育児と一緒に育母しよう」か
ら見た場合には、お母さんも一緒に考えて何が原因か、
あるいはどうすべきか考えてみることも大事なことです。
すぐに答えを出したら育母にはなりません。チャイルドケ
アは、実はこのような考えを持って伝えることでもあるの
です。
　もちろん、すぐにCCIとなってこのスキルをもたなくても心
配はいりません。そういう考えを持ってチャイルドケアの指
導者になりたいということであれば、CCIになってからその
スキルを上げるための学習をされればよいのです。講習
会はそのためにあるので、何度参加されても構いません
し、他の学習機会をご利用いただければと思います。
★来春のCCI養成講習会の日程や詳細は、P15を参照ください。

CCIのさまざまな活動

　CCIは、チャイルドケアの学習者のためのリーダー的な役
割も担います。今までCCIを取得された先輩方は、ご自身
で交流会や勉強会を開催されるなど、会員同士のコミュニ
ケーションを図ることにも精力的に活動されています。
　おひとりで活動されている人もいれば、CCI同士で連
絡を取り合い、共催される方もいらっしゃいます。
　その理由には、CCIは、CCI同士共通認識、共通知
識、共通理解でチャイルドケアを広げていきましょうという
目的があるからです。独自の考えではなく、CCIとしての
共通認識を持つことで、より信頼される内容になっていく
からです。
　通信講座は、場合により自己判断で誤った学習をすす
めてしまうこともあります。そのため互いの理解が異なる
ことも出てきます。そのためCCIは、それを是正するため
に情報交換や協力をしながら活動されています。もちろ
ん、これはあくまでもCCIの有志の活動であり、本部で強
制して開催しているものではありませんが、本部でできる
こととして、今後とも積極的に協力し、CCI、加盟校主宰
者の皆様と一緒により良いチャイルドケアの普及を目指し
ていきます。

CCCでの活動に不安がありませんか？

　すでに活動されているCCCの方は、ご自身のスキル

アップを目指しませんか？活動の不安の原因は、知識不
足、理解不足もあります。生徒さんからもっと信頼される
ためにもCCIの学習をおすすめします。このような不安は
ありませんか？

テキストにはないハーブやアロマの種類も覚

えなくてはいけないの？

　ガイドブックでは、テキスト以外のハーブティーについて
もご紹介しています。しかしハーブやアロマの知識を覚
えることが「チャイルドケア」ではありません。あくまでも身
近にできること、継続できることをケアと考えているので、
ハーブやアロマ以外の提案ができることも大切です。そ
のため知識の暗記よりも考える力を身につけることになり
ます。

チャイルドケアは、小さな子どもだけじゃなく

て、小学生になった我が子にも有効なことは分

かっているのですが、それをどう周りに伝えて

いけばいいのかわからないんです。

　チャイルドケアは、「いのちのケア」です。どの年齢にも
対応できる考えを持っています。テキストや課題では、便
宜上対象者を未就学と設定していますが、決まったもの
ではありません。小学生のケアや思春期のケア、あるい
はペットのケアにも広げることができるのがチャイルドケア
の概念です。チャイルドケアの概念を理解することで、お
子さんの成長に合わせたケアも自然に理解できるようにな
ります。
　CCIの方には、お子さんのいらっしゃらない方や、すで
にお子さんが大きくなられている方もいらっしゃいます。ま
たご自身のお子さんが通う学校などで講師をつとめた方
もいらっしゃいます。「チャイルドケア」の意味と意図が分
かれば、年齢や年代を超えたケアのアレンジも可能だと
思います。

CCIや加盟校になると、教室を借りたり、定期

的に何か開催しなくてはいけないのですか？

いいえ、そのようなことはありません。ご自身のペースで
行ってください。現在加盟校の主宰者の方も、サロンや
教室を構えている方はごく一部で、ほとんどの方は、公民
館や貸し会議室などを利用されていたり、講座を開講す
るときだけご自宅を開放されています。個人レッスンや少
人数で対応されている方がほとんどです。

になる！特集
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CCI試験って難しいのでしょうか？

面接以外は、自宅で記述していただきます。内容は、テキ
ストやガイドブックを参照いただければ可能なものばかり
です。ただし、ご自分の考えをまとめることが必要になりま
す。わかっているようでわかっていなかったことなど再認
識されるので、受験された方からは、合否に関わらず受
験して良かったとの声をいただいています。試験以外に
企画書を書いていただきますが、これもすぐに実践に結
びつけるためのものになります。良い企画ができれば、す
ぐに講座を開講するきっかけになるからです。面接は基

本的なことを伺います。多くの方は最初緊張されていま
すが、最後は笑顔になって終えられています。
　最終的な合否のボーダーラインは、①基本知識が身
についている ②自分の意見が述べられる ③寄り添うケ
アを理解している ④常識的な立ち居振る舞い ⑤さらな
る学習向上心を持っている ⑥チャイルドケアを普及した
いと思っている
　上記を基本としています。学習や指導にまじめに取り
組んでくださっている方であれば、不足分は各自の努力
によるものと判断していますので、完璧な結果を求めるも
のではありません。

＊加盟校　T.Yさん
CCI を取得することによってチャイルドケアの
深い学びに気づかされ、チャイルドケアを一人
でも多くの人に知ってもらいたいという気持ち
になりました。CCIとしての自覚を持つことが
でき、日々の生活もチャイルドケアの考え方で
生活するようになると、心豊かな自分になって
いくことに気づかされました。

＊加盟校　R.Kさん
よりテキストを深く読み込むことで、以前分か
らなかったことが分かるようになり、チャイルド
ケアの奥深さに気づきました。アロマ・ハーブ・
マッサージの知識はツールのひとつ、本当に伝
えたいものは、心に響く愛情を残すことである
と思います。

＊加盟校　H．Tさん
CCI や加盟校の学習のおかげでチャイルドケア
の考え方や、目先やツールだけではない、もっ
と奥深いものだと考えさせられました。７つの
コンセプトをいつも意識しながら子どもたちは
もちろん周りの人たちに関わるようになりまし
た。

＊加盟校　C.Nさん
スクーリングに行って知識ではなく経験や失敗
など体験不足なことに気づかされたことがきっ
かけでCCIを受験し、加盟校になりました。自
身の学んできたことを伝える講師として、より
的確に取り組み、責任とやりがいを持たなけれ
ばなりません。知識として知っていることと、
できることの違いを痛感しました。できること
を増やし、自分の家庭力を上げて、得たことを
受講生の方にも伝えたいと思います。

＊加盟校　S.Mさん
CCCでは自分と、自分が属する家庭について
の意識の変化があったのに対し、CCI では自
分の家庭だけでなく、他のご家庭についても目
を向け、チャイルドケアを伝えるにはどうしたら
良いかを考えるところまで視野が広がりました。
そのため、私の住む地域はどうなっているのか？
と広くとらえることができるようになったと思い
ます。核家族で閉鎖的な感じはありますが、い
ま住む土地で生活している意識も生まれまし
た。加盟校として活動するのに、ぶれてはいけ
ないチャイルドケアの軸を知ることができまし
た。チャイルドケアの深さを知ったのと同時に、
更なる学びを続ける必要性を感じました。

＊加盟校　R.Oさん
個対個のコミュニケーションの大切さ、自分の
学んだこと体験したことを基本にそって伝える
ことの大切さを感じました。たくさん学び、体
験してきたことで、自信を持って伝えられるよ
うになりました。受講生から、加盟校が自宅の
近くだと気軽に通学講座を受講できるので、よ
かったと喜ばれました。

＊加盟校　N.Kさん
CCIに進むことで、自分だけでなく、もっと多く
の方にチャイルドケアを伝えていきたいと思い、
自宅以外での活動も行いました。また、先日は
「チャイルドケアスクーリング基礎編」にＣCＣ
の方が参加されました。ご自身でも児童館で赤
ちゃん向けのチャイルドケアの講座を担当する
予定になっているため、復習、確認のための受
講希望でしたが、大変喜んでいただきました。

＊加盟校R.Oさん
CCI では、CCCよりもさらに奥深い考え方を
学ばせいただきました。特に７つのコンセプト
はチャイルドケアをしていく上でとても重要で、
どの人にも共通して気付いてほしいことです。
私自身も忙しい毎日の中でつい忘れがちになり
ますが、７つのコンセプトを見直すことで大切
なことを思い出しています。子どもがもう少し
大きくなったら経験したことを加盟校として伝え
ていきたいです。

＊CCI　C.Sさん
CCI の学習は、１つの視点からの子育て、チャ
イルドケアではなく、いろんな視点からみるこ
とができ、スクーリングでは目からうろこの内
容が多々ありました。改めて、色々な人に伝え
ていきたいと思いました。

＊CCI　N.Yさん
CCI の学習では、チャイルドケアの素晴らしさ
を再確認でき、多くの人に伝えていきたいと思
いました。今後は様々な活動に参加し、自分を
深め成長していきたいと思っています。

CCI・加盟校主宰者
の声

（アンケートから一部
抜粋）

CCIまたは、加盟校
に

進んだことで得た
こ

と・気づきを教えて
く

ださい
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◐eラーニングって何？？◑
　パソコン、タブレットなどの情報機器やインターネットを
利用した教育をeラーニングと呼びます。近年では、IT技術
の進歩がめざましく、インターネットを活用したeラーニン
グが一般的になってきました。
 
◐eラーニングのメリットは？◑

　自宅だけではなく、インターネットカフェや職場などパソ
コンでインターネットが利用できる場であれば受講できま
す。場所や時間を選ばずに自分のペースで学習できるの
で、子育てや仕事で忙しくても、学習チャンスがあるのが魅
力です。
　八洲学園大学のeラーニングシステムは、２つの特徴が
あります。

 特徴１ 決まった時間にパソコン上で授業を受けられる
　　　 （ライブ受講）
 特徴２ 録画された授業を、いつでも受けられる
　　　 （オンデマンド受講）

公開講座八洲学園大学を利用してみよう！
テキストにはない「チャイルドケアの世界」
もっと学習を深めて、子育てや生活、自分の生き方に自信をもとう！
　昨秋より本部講師の松本先生の講
座が八洲学園大学の公開講座で開講
されています。春に引き続き、この秋も
昨秋と同じ内容のテーマで開講されま
す。八洲学園大学は、eラーニング（イ
ンターネット配信）の学習体系を持っ
た大学です。その中の公開講座で松本
先生が「育児＆育母講座」として各種
テーマで提案されています。
　今春は「未就学児」「小学生」「思春

期」「受験と就活」など子どもの成長期
に合わせた様々な問題解決のヒントと
なる内容になっていました。松本先生
の提案される内容は、すべて「チャイル
ドケア」の概念に沿ったものです。本講
座の内容とリンクさせて学ぶことがで
きます。学習面のスキルをあげるとと
もに、ご自身の育児や生活へのヒント
になることでしょう。特にスクーリング
に足を運べない方にとっては、チャイ

ルドケアを理解いただくための手段で
もあります。また、CCI、加盟校主宰者
の方にとっても有効な情報や知識が満
載です。しかし、スマホは使えてもパソ
コンは苦手意識があったり、検索はで
きても、その他の操作に不安を持つ方
も多い状況。そこで、eラーニングにつ
いて、八洲学園大学の公開講座の担当
者の方にその不安をおたずねしてみま
した。

時代は 　ラーニング！e特集2
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　ライブ受講の魅力は、リアルタイムで同じ目的・目標を
持つ方とWeb上で授業を受けられるところです。また、パ
ソコンに書き込みをすることで先生に質問ができるので、
自宅で学習しているという印象は少ないかもしれません。
　一方、オンデマンド受講の魅力は、いつでも・何度でも期
間内であれば繰り返し受講できることです。皆様のライフ
スタイルに合った、受講形態でご受講ください。

◐パソコンのスキルは？◑
　特に操作のスキルは不要ですが、最低限インターネット
を利用して検索ができれば大丈夫です。不明な点は、大学
にお電話でご連絡いただければ、担当者がわかりやすくご
説明いたします。ご自身のお持ちのパソコンで受講できる
か心配な場合は、お気軽にお問い合わせください。
 
◐来校もできるんですか？◑

　大学は、横浜駅から徒歩約10分ほどのところにありま
す。来校して直接受講することもできます。
　アカデミックな雰囲気の中で学ぶことで、モチベーショ
ンも高まります。

　私がチャイルドケアの講座を始め
たのは2年前になります。当時は長女
が4才、次女が1才でした。今まではス
クーリングに通いたくても、自宅から
東京会場までは子どもたちを連れて
気軽に通えませんでした。
　今回、公開講座を受講しようと思っ
たきっかけは、自宅のパソコンから気

軽に講座に参加できるという点でし
た。テキストの勉強も忙しさにかまけ
て滞っていたのですが、公開講座で先
生の話を聞いてチャイルドケアの奥
深さに気付かされたり、広い視点から
チャイルドケアを捉えられたり・・・と、
とても勉強になりました。
　テキストとはまたひと味違う視点
で、子育てを乳幼児期、学童期、思春
期、受験期と大きな流れで子育て期を
捉えられていたのは、私にとってとて
も面白かったです。どうしても子育ては
「今」の大変さに目が向いてしまうけ
れど、長い目で見ると大変だと思う時
期も、未来へ続いていく大切な時間で
あることに気付かされます。それは私
にとって、テキストだけでは気付けな

かったことでした。
　いつかは大人になっていく今現在
の子どもたちと過ごせる時間を、改め
て愛おしく感じています。だからこそ
子どもから大人になっていく娘たち
に、チャイルドケアの実践を通して体
と心で伝えていきたいと思います。
　子育てをしながら私自身も子どもの
頃を思い出したり、子どもたちの言動
から映し出される自分の姿に気付かさ
れたり、本当に育児は育母であること
を思い知らされます。これからも親子
で楽しくチャイルドケアを取り入れて、
ふれあいの時間を少しでも多く作り出
したいと思っています。今後も公開講
座があったら、また参加したいです。松
本先生、ありがとうございました。

　八洲学園大学は、2004年に開学した通信制大学です。日本で初めて、インターネットを利用しての学位や国家資格の取得を実現しました。 公開講座の受講者は、eラーニングが初めてという方ばかりです。
　そんな初めての方々に「おもしろい」「楽しい」「役に立つ」「ためになる」と言っていただける満足度の高い公開講座を、充実させてまいります。 受講にあたり、不安や疑問などたくさんあると思います。ぜひお気軽にお問い合わせください。皆様の受講をお待ちしております。

私たちeラーニングで受講してみました！
受講生　岸　祐子さん（神奈川県茅ヶ崎市）

八洲学園大学公開講座担当
佐藤　絢さん
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自然療法とホームケア
自然療法は、自然素材を使うだけのケアではありません。自
然療法観を見直すことで、ホームケアの大切さやホームケ
アをする上での基礎的な考えを身につけ、日々の生活に取
り入れてみましょう。
●日時／11月6日　10：30～12：00

植物から学ぶ
植物にまつわる不思議なエピソードをお伝えしながら、植物
から学ぶさまざまな知恵を見直し、生活に取り入れてみましょ
う。さまざまな植物療法をご紹介します。
●日時／11月13日　10：30～12：00

ふれあい上手は心を育てる
タッチケアやベビーマッサージなどが話題を呼んでいます。し
かし、手技や順番どおりにこなすことに気を取られてしまう方

も多いようです。大切なのは心に触れることです。
良い触れ方とは、身体的な刺激だけではなく、心や意識、そ
してコミュニケーションにも良い影響を及ぼします。ふれあい
の大切さをお伝えします。
●日時／11月20日　10：30～12：00

五感で育む家庭教育
視覚を過度に使う生活が増えました。そのため他の感覚を
上手に使うことができなくなっています。五感を上手に使うこ
とで、日常の生活や子育てにも良い変化が出てきます。五
感を意識した生活の有効性やそれがどのように子育てや家
庭教育に影響していくのかをお伝えします。五感と心の関
係についても考えてみたいと思います。
●日時／11月27日　10：30～12：00

JAAチャイルドケア基礎編
チャイルドケア講座の基礎編になります。「チャイルドケアっ
て何？」「どのようなケア？」という方のために、チャイルドケ
ア講座の軸となる7つのコンセプトから、「チャイルドケア」
の基本的な知識をより深める内容です。受講生はもちろ
ん、一般の方にも「チャイルドケア」を知っていただくための
基礎講座になります。
●日時／12月4日　10：30～12：30 

育児     育母講座

　チャイルドケアとの出会いをきっか
けに、アロマなどの自然療法の大切さ
を知り、学びました。そして同じ子育て
中のママ達と一緒に母として、人とし
て成長出来たらと思い、自宅教室を始
めました。
　チャイルドケアの学びを深めていく

必要性を感じながらも、地方（大分）に
住む私にはスクーリング参加は難しい
と諦めていました。そんな時にCCIの
方のブログで公開講座があることを
知り、即受講を決めました。機械音痴
の私ですが、八洲学園大学の方が電
話で設定の仕方をていねいに教えて
くれたので、困ることも無く受講出来
ました。
　チャイルドケア仲間と一緒に、松本
先生の講座を家にいて学べるという

ライブ感を感じドキドキしました。松
本先生の一言一言が心に響いてきま
す。チャイルドケアの深さ、温かさを改
めて教えていただきました。母として、
人として大切にしたいという想いが詰
まっていました。
　チャイルドケアはこれからの私の生
活の軸になっていくと思います。その
ことに気付かせてくれたこの公開講座
を、これからも受講し学んでいきたい
と思います。

育児  育児  育児  育児  育児  育児  育児  育児  育児  育児  育児  

11月～12月開
講

公開講座

単発受講可

●八洲学園大学 公開講座／http://www.yashima.ac.jp/univ/extension/
●受講料／1～4回目 各2,000円　5回目 3,000円　
●お申込み＆お問い合わせ先／八洲学園大学　Tel：045-317-4401 

受講方法

自然療法で考える

＆

私たちeラーニングで受講してみました！

CCC　稲垣 昌子さん　（大分県豊後高田市）
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　私は大阪の田舎の地域で、のびのびと自然の

中で祖父母と暮らし、育ってきました。チャイルドケ

アと出会って約 11 年。2人の子ども達と一緒に

楽しみながらケアを取り入れています。

　そんな中、3年ほど前から託児や保育の仕事を不定期で

行うようになり、いつか自分もチャイルドケアを伝える立場に

なりたいという思いから加盟校になりました。当初なかなか思

うようには進みませんでしたが、あるご縁をきっかけに4人の

お子さんのママである友人と、二人でカフェを開くことになり

ました。

イベント空間付きのハッピー空間

　赤ちゃんや子ども連れでも気軽に行けるカフェや習い事

があったら良いなと、1人目が生まれた時から思っていたの

で、皆に優しく地球に優しくをコンセプトにし、お客さんがｈａ

ｐｐｙになれる居場所を作りたい思いで、カフェ＆イベント空間

をオープン。親子で楽しめる様々なワークショップを開催し、

夏休みには子どもの自由研究向けの4つのワークショップを

行いました。

　手作りうどんと出汁作りや、石けん作りにパステルアート、

木工教室など。子どもたちが手先を使って自由に表現する

姿がとても素敵でした。カツオと昆布で作るうどん出汁は、「お

いしそう！」「とてもいい香り！」と歓声が上がりました。たくさ

んの子どもに来てもらい、初対面でもすぐに仲良くなって一

緒に遊んでいる様子が伺えました。月に一回、定期的にベ

ビーマッサージも開催しています。

内装も看板も手作りいっぱい

　カフェオープンに向けての準備は、元々が町屋カフェであっ

た場所なので思ったほど大変ではありませんでした。それで

も私たち二人の理想のお店にしたく、壁の色をペンキで塗っ

たり、看板や手作りのメニューブックをイメージ通りに思いを

込めて作りあげました。メニューの内容は、出来るだけ身体

に優しい素材を使った物を取り入れて、バランス良いランチ

を提供しています。

無農薬の野菜の販売や
リサイクルコーナーもアリ

　週に２．３回契約農家さんから地元の無肥料無

農薬野菜や有機減農薬野菜を直接持ってきてもら

い、お店で販売しています。それらの旬の野菜を

取り入れたランチが好評で、ご飯は玄米か七分づ

きが選択出来ます。お味噌や梅シロップ、きび砂

糖を使った焼き菓子なども手作りしています。また、

１．２回しか着ていないベビー服やベビー用品のリ

サイクル品の販売や、作家さんの商品の委託販

CC加盟校　藤野 智子さん
（京都府京都市）

小６の娘と小２の息子を持ち、カフェ＆イベント
「りんごの木」を友人と運営
http://ringonoki.souzou.org〔準備中〕
Facebook：Suzouりんごの木 andmore
E-mail：cocom37@hotmail.com

「りんごの木」オープン

赤ちゃんや子ども連れでも気軽に行けるカフェ
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売や宣伝活動の場として雑貨コーナーも作りました。

これからの私の夢

　人と人とが繋がれる場所、新しい出逢い、情報発信の場

として赤ちゃんからお年寄りまでが気軽にほっこり来てもらえ

るお店に出来るよう、アイデアを出し合いながら一日一日を

大切に過ごしています。

　『知覚動向』ともかくうごこう！ 精神で始めたばかり。日々

勉強ですが、趣味のお菓子作りや情報発信が得意な私の

夢が実現したことは、本当に大きな喜びです。今後自分自

身に余裕が出て来た頃に、チャイルドケアを出来ることから

少しずつ発信し、地元の受講生、ＣＣＣの方との交流を持

ちたいと思います。

　お近くの方はお気軽にご連絡ください。お待ちしています。

松本先生による勉強会企画のきっかけ

　チャイルドケア認定校になってから、お母さんの悩みを聞

く機会が増えました。どのように悩みを捉え、カウンセリング

をするべきか、考える時期にちょうどきていたのかもしれませ

ん。加盟校だけではなくCCC、CCIとして活動する中で、

迷われている方もいるはず。もっと勉強できないかと思ってい

ました。

　そのような中で、松本先生から学びたいものを具体的に、

加盟校で提案してみたらと声をかけていただいたことがきっか

けで、早速自分たちで先生に子育ての悩みを具体的に捉え

るカウンセリングの方法を学ぶための勉強会をお願いするこ

とにしました。

集客、準備についてのエピソード

やると決めたらすぐ行動してしまうのは、チャイルドケアの精

神、知覚動向からでしょうか。近所のCC加盟校ふぉーは

あとの徳留さんにご協力をお願いし、すぐに一緒に企画し、

実行しました。告知にはブログやmixi、協会のホームペー

ジのネット環境の利用をはじめとし、チラシを作り友人に郵送

したり、近所のお店に張っていただきました。講座の内容

については興味を示す方が多かったものの、日程が夏休み

中ということもあり予定が入っている方が多く、集客には苦

戦しました。会場は、地元の区民館を利用しました。

勉強会当日の様子

　小人数で開催したこともあり、かわいい10カ月の赤ちゃ

んも参加し、和やかな雰囲気ではじまりました。松本先生の

実体験などのお話しを交えながら、また参加者も自然と言葉

を発しながら、笑いのある講座となりました。また、休憩時

間には、ハーブティーとクッ

キーで、リラックスタイムのひ

と時を過ごしました。後半は、

具体的なケーススタディーか

CC加盟校 Aroma daya(アロマダヤ)　

楠　律子さん（東京都）
CC加盟校
アロマ＆チャイルドケア ふぉーはあと

徳留 久乃さん（東京都）
　現在小学生 2児の母。子どもが小さい頃は、子育てに悩ん

でばかりの頼りないママでした。そんな私を変えてくれたチャイルド

ケアを、もっとたくさんの方に知っていただきたいと思い、認定校

として地元で発信しています。今後、チャイルドケアのカウンセリ

ング勉強会のお仲間を増やしたいと思います。興味のある方は、

ぜひご連絡ください。いろいろ意見交換して成長していきましょう。

松本先生を講師に、ＣＣ加盟校で企画講座を主催しました

子育て現場のお悩みを
カウンセリングから学ぶ勉強会

3 男 1女の母。チャイルドケアを生活に取り入れな

がら、今は家事、育児とパートと子どもたちの学校

の役員の仕事にとがんばっています。現在開校準

備中です。

去る8月4日にＣＣ加盟校の2校で共催し、松本先生を講師に招いた
勉強会を企画し開催しました。無事終了しましたのでご報告します。

Report
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アロマケアスクール Mommy前田 智巳さん
おひさまのたね野澤 智恵子さん

特別セミナー  チャイルドケアのタッチケア

言葉の大切さを知る講座＆ワークショップ

私たち加盟校主催で松本先生による
特別講座を開催します！

　 東海地区にて本部講師松本

先生による実技指導セミナーを

企画いたしました。

　チャイルドケアはファミリーケアであり、「触

れる」ことへの大切な考え方や方法を提案し

ています。チャイルドケアのタッチ、ふれあい

のケアには年齢制限がありません。ベビーや

子どもだけのマッサージではなく、夫婦や介

護、またペットなどのケアにも役立てることが

できます。“チャイルドケア”＝ベビーマッサー

ジというイメージをもたれている方も多く、方

法や手順ではない『心にふれるケア』である

タッチケアにおけるポイントをお話し頂きま

す。松本先生を通し、一人でも多くの方に感じ

ていただきたいと思います。

　またこのセミナーをきっかけに東海地区の

チャイルドケアの輪を広げていきたいと思い

ます。チャイルドケアにご興味のある方、一般

の方にも参加していただける内容です。実習

では、着衣の上から手ぬぐいを使ったタッチケ

アを行います。

◆日時／12月8日（日）

　13：30～16：30（途中休憩含む）

◆場所／愛知県豊橋市

◆費用／5,000円（一般参加可）

◆定員／20名

◆持ち物

　日本手ぬぐい1本

　フェイスタオル1枚（ガーゼタオル不可）

◆申込・問い合わせ／

　CC加盟校

　アロマケアスクールMommy（前田 智巳）

　TEL: 080-1616-0895

　http://www.mommy-aromacare.com

◆締め切り／11月29日（金）

　チャイルドケアの7つのコンセ

プトの中のひとつに「言葉の大切

さを知る」があります。言葉は気持ちを伝える

ための大切なツールのひとつです。

　パソコンや携帯の普及によりメールでのや

りとりは得意であっても、人と話すのは苦手と

いう人も最近増えています。私自身も家庭の

中や子育て人づきあいなどで、「もっといい話

し方があったのでは？」と思うこともしばしば

あります。

　もっと言葉の大切さや気持ちの伝え方を学

び生活に取り入れることができたらと思い企

画しました。松本先生にそんなヒントをいただ

き、ワークショップの中で皆さんと一緒に考え

る機会にしたいと思います。

◆日時／2014年１月19日(日)

　13：00～16：00

◆会場／東京都北区 赤羽会館

◆費用／3,500円（一般参加可）

◆申込・問い合わせ

CC加盟校

おひさまのたね（野澤 智恵子）

ohisamahuman@yahoo.co.jp

ら、チャイルドケアの

カウンセリングをより実

践的な形で学ぶことが

でき、参加者の皆さ

んは、奥深さに感動

を覚えていました。

勉強会を終えての感想

　「子どもを取り巻く全ての環境から考える」チャイルドケア

ならではの寄り添うケアの必要性を学ぶ場として、今回はと

ても充実した学習となりました。また、講座企画を陰ながら

応援してくださった、CCIの仲間の繋がりのありがたさも感じ

ました。今後も学ぶ機会を作っていこうと思いますので、チャ

イルドケアを学ぶ皆さんと一緒に、カウンセリングの出来る

CCC、CCIを目指しましょう。

（アロマダヤ　楠 律子）

　楠さんと一緒とはいえ、講座を企画、主催は、私にとっ

ては初めてのことだったので、とても不安でしたが、勉強会

の内容も含め、主催者としてのいい勉強になりました。家

族にも協力してもらい、開催できたことに感謝できるのも、チャ

イルドケアのおかげだと思っています。

（ふぉーはあと　徳留　久乃）

参加者の方の感想

　松本先生の『理屈や枠を超えて、母親だからこそできる

ことがある』という言葉にパワーをいただきました。『母親

パワー』の無限の可能性を知り、自身が母でいられること

をとても嬉しく感じ、また誇らしくも感じました。チャイルドケ

アのテキストには『お母さんからお母さんへ　伝えられるこ

と』の理屈や形式にとらわれない愛情が詰まっていたんです

ね。チャイルドケアの理念を抵抗なく受け止められた理由が

わかった気がしました。（一部抜粋）

愛知県
豊橋
12／8

東京都
北区
1／19
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東京／11月9日（土）　大阪／11月30日（土）

●アロマエステサロンサシェ・スクール
　鴨下 徳子　
◆日時
　11月4日（祝）／12月8日（日）　

　いずれも10：00～12：00

◆場所／東京都小平市
◆お申し込みお問い合わせ先
　090-8514-2604

　HP　http://sachet-school.com/

　ブログ

　http://ameblo.jp/sacht20080420/

癒しの空間のサロンで講座が学べます。

お気軽にご参加ください。

●Aroma daya　
　楠　律子
◆日時／11月7日（木）
　10：30～12：30

◆場所／江東区内
◆お申し込みお問い合わせ先
　080-5693-1175 

　ブログ　http://ameblo.jp/aromadaya

サロン併設のリラックス空間でチャイルド

ケアをお伝えしています。お母さんの心を

ほぐしてやさしい笑顔に導きます！

●アロマケアスクールMommy　
　前田 智巳
◆日時／11月21日（木）
　2014年1月22日（水）

　いずれも10：00～12：00　

◆場所／愛知県豊橋市
◆お申し込みお問い合わせ先
　080-1616-0895

　http：//www.mommy-aromacare.com
　ＨＰよりお申し込み可能です。
お子様と一緒に受講も可能です。また
ハーブティーを飲みながらのリラックスタ
イムもあります。お気軽にお問い合わせく
ださい。

　CC認定加盟校開校のための指導者養

成講習会を、以下の日程で開催します。

　加盟校開講に必須の講習会です。当日

は開校にあたり、CC本部との面談を兼ね

た加盟校規約の再確認を行い、その後松

本先生に講座指導に当たっての心構えや

ポイント、注意点などをレクチャーしてい

ただきます。この講習会への参加で認定

加盟校登録の手続きが全て終了となり、

チャイルドケア・コーディネーター（CCC）

のライセンス対応通学講座の開講が可能

です。

※事前に加盟校登録が必要です。

◆会場／池袋今井ビル5階
　　　　大阪市内指定会場

◆時間／10：00～15：00
◆内容
【規約説明会】認定加盟校の規約の再確

認と、CC本部との情報共有、質疑応答

【指導者養成講習会】松本美佳先生より、

CC講座の指導のポイント、主宰者として

の心構え等のレクチャー、質疑応答

◆受講料／10,000円
　（復習受講／5,000円）
◆認定加盟校開校の条件
　•MC会員であること

　•CCIライセンス取得者であること

※開校のための案内資料をご希望の方

は、CC本部までご連絡ください。CCI取得

済みの方であれば資料請求が可能です。

チャイルドケア（CC）認定加盟校
指導者養成講習会

チャイルドケアの
7つのコンセプトを深めよう！
お近くにお住まいの方はぜひ足を運んでみてはいかがでしょう？

基礎編の内容だけではなく、学習する上でさまざまな情報を発信されています。

◆対象者・受講料／チャイルドケア講座受講生･ＪＡＡ会員･ＪＡＳ生　3,000円／一般　4,000円

加盟校主催

スクーリン
グ

基礎編

八洲学園公開講座＜eラーニング＞　基礎編　　詳細はP8をご覧ください。
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◆受験料／21,000円
◆受験条件
　•CCC合格者（MC会員）

　•ガイドブック保有者

　•CCI養成講習会の参加者

◆試験内容
　在宅 : 筆記試験・企画書作成

　会場 : 面接試験

◆会場／東京都内指定会場
　　　　大阪市内指定会場

本部講師の松本美佳先生によるタッチケ

ア＆ベビーマッサージの講習会です。一般

の方も参加可能です。ベビーマッサージ

の経験がない方、テキストだけではよくわ

からない方、ぜひ、この機会にチャイルド

ケアの考えるタッチセラピーを体感くだ

さい。2～11か月、12か月～1歳11か月

までの1歳児を対象として行います。

◆日時／2月8日（土）　
①10：00～11：00　2ヶ月～11ヶ月　

（つかまり立ちくらいまで）

②11：15～12：15　

12ヶ月～1歳11ヶ月（あんよができる

月齢）

◆会場／大阪市内指定会場
◆条件／各対象年齢のお子さん同伴。見
学のみは受付できませんのでご了承く

ださい。

◆定員／各回定員12組
　お申し込みの際にはご希望の時間をお

申し付けください。

◆受講料
　MC会員　2,000円

　JAA会員･JAS生･一般　2,500円

◆講師／松本 美佳
※2012年春開催の「タッチケアを知る

編」と同じ内容です。

※CCI以上の方はアシスタントが可能で

す。ただし、応用（スキルアップ）編Ⅲまた

は、CCI養成講習会に参加されている方に

限ります。協会スタッフまでお問い合わせ

ください。

第 13 回

「ベビーマッサージ講習会」
～タッチケアからベビーマッサージを知る～

大阪／2月8日（土）

●実技を学べるチャンスです！

※受験願書はCCI 養成講習会の参加時に配ります。既に受験条件を満たした方で、夏のCCI 養成講習会に
参加できない場合は、ガイドブックP.111を確認し、協会まで受験願書を請求してください。

東京 4月12日（土） 3月14日（金） 3月20日（木）

大阪 4月26日（土） 3月28日（金） 4月4日（金）

受験手続き締切 在宅試験問題発送日
面接試験日

（16：30開始予定）

CCIライセンス認定試験実施要項

東京
大阪

大阪開催
決定！

現在認定試験は、年に２回東京と

大阪の会場で実施しております。

以下の実施要項や期日をご確認

ください。CCIになられた場合

は、チャイルドケアの加盟校を主

宰するチャンスにもつながりま

す。ぜひ、チャレンジしてみませ

んか？ CC加盟校指導者養成講

習会は年1回11月または12月

の開催となります。

☀実際目で見たり聞いたりし
ながら学ぶことで、タッチケ
アに対し柔軟な考えを持つ
ことができました。

☀気軽にできるときにやって
長く続けていきたいと思いま
した（今までは細かいことに
捉われていた気がします）。

☀年齢や性別に関わらない
タッチケアの言葉に心が響
きました。

☀初めての子なので分から
ないことはたくさんありま
すが、触れ合いを通して信
頼関係を築きたいと思いま
す。先生の子どもへの「まな
ざし」が勉強になります。



　　

1414

　　

JAAのチャイルドケアにおけるタッチケ

アは、ベビー＆チャイルドに限らず、「触れ

る」ことへの大切な考え方や方法を提案

しています。手技や順番にはあえてこだわ

らず、タッチケアにおいて伝えるべきポイ

ントがわかれば、どなたにでも生かしてい

ただける内容になります。これからベビー

マッサージを伝えていきたい方、伝え方に

迷いながら現在活動されている方、アレン

ジを知りたい方などもぜひご参加くださ

い。最後に講師によるチェックもあります。

なお、この講習会に参加された方には修了

証が発行されます。

◆日時
　2月8日（金）

　13：30～16：30

◆会場／大阪市内指定会場
◆条件／MC会員
（レッスン5は、事前予習が必須

です）

◆受講料／7,000円　
◆講師／松本 美佳　
※2012年春開催の「タッチケア

を伝える編」と同じ内容です。

タッチケア／指導者を目指す方への講習会
大阪／2月8日（土）

2014年夏以降に開催する
スクーリングの希望を募ります！

チャイルドケアに関わるもので、こん

な内容で開催してほしいというご希

望をチャイルドケア本部までお知ら

せください。自由な発想でのご希望

をお待ちしています。

〔例〕

•子どもと一緒に楽しむ○○講座

•思春期の見守るケア

•自然を楽しむチャイルドケア

　など

◆提出先／CC本部
　メールまたはFAXにてお待ちして

おります。

メール／guide@jaa-aroma.or.jp

FAX／03-5928-3500

◆締め切り／12月25日（水）

●お名前と受講番号（もしくは会員番号）を
ご用意の上、お電話にてお申し込みください。

TEL：03-5928-3100
●お申し込みいただいたスクーリング、講
習会費用は、お申し込み当日もしくは翌日
までに下記指定銀行口座のいずれかにご
送金ください。お振り込みの際には、お
名前の前に必ず数字の「2」（判別NO）
をお書き添えください。
●お申し込みいただいたスクーリング＆講
習会のキャンセルは、その開催日の1週間
前（土日祝を除く）までとさせていただき
ます。開催日1週間以内のキャンセルの場
合は参加費用のご返金はできませんので予
めご了承ください。
●セミナー開催日当日のお申し込みはでき
ません。
●参加者が開催人数に満たない場合には、
中止となることがあります。開催の可否
は、各会場2週間前に決定しますので、開
催間際のお申し込みを避け、お早めにお申
し込みください。

【スクーリングの託児について】
●JAA主催スクーリングでは、ボランティア

の協力がある場合に限り、会場内での託児

をお引き受けします。託児希望の方は、受

講お申し込みの際に希望をお申し出くださ

い。（託児料500円）尚、隣席での同伴参

加もできますのでご相談ください。

●また託児ボランティアを随時募集していま

す。申し込み期日は各会場開催日の一ヶ月

前まで。CCC以上でスクーリングに2回以

上参加している方でしたらどなたでも可能で

す。CC本部までお電話ください。

【ガイドブックについて】
この秋から参加条件を一部変更したことによ

り、スクーリングでのガイドブック購入は必

須ではなくなります（CCI養成講習会を除

く）。ただし、ガイドブックに含まれる内容は、

松本美佳先生が伝えたい核の部分となりま

すので、チャイルドケアの学習理解を深める

ために今までどおり購入を推奨いたします。

ガイドブック6,300円　

代引手数料315円

スクーリング、講習会の
お申し込みについて

●三菱東京UFJ銀行　池袋東口支店　普通 1920305
●ゆうちょ銀行　00170-4-122869 　
●名義／日本アロマコーディネーター協会

お振込み先

☀先生のお話を聞き、とても共感することが多かっ
たです。答え合わせをしている様な、パズルの
ピースが一つずつ合わさっていく様な終了時に
とてもすっきりとし、より一層自信がつきました。
触れ合うことの大切さを、言葉を通して理解出
来た不思議な時間でした。

☀今の自分の中に見失っていたものを気づかせて
頂きました。心を大切にそしてもっともっと、子ど
も達に愛情をそそぎたいと思いました。

JAA主催
チャイルドケアスクーリング

希望内容募集！！

参加者の声
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CCIとして活動したい方のための指定講

習会です。チャイルドケア講座を伝えて

いくために必要な各章の意図やポイント

をおさえ、より認識を深めスキルを高め

る内容です。さらに、実践的な指導を目指

すためのノウハウを、実技、ワークショップ

やディスカッションと幅広い内容で行いま

す。

「どうやって教えたらいいの？」「私でも教

えることができるようになるの？」と不安

になっている方にも、お勧めの実践的な

内容になっています。また会員同士の交

流も深まり、さまざまな情報交換の場と

もなっています。

◆会場／東京都内指定会場
　　　　大阪市内指定会場

◆時間／10：30～16：30（途中休憩あり）

◆内容
•チャイルドケア基礎知識の確認

•チャイルドケアを伝えていくためのポ

イント

•インストラクターに求められるもの

•タッチケアの考え方・実践

•ケーススタディ　など

◆参加資格（以下の条件を満たす方）：
　①CCC合格者（MC会員）

　②ガイドブック保有者

◆受講料
　初回参加／6,000円　　　

　復習受講／3,000円（一律）

◆締め切り／各会場開催2週間前
※開催1週間前に、ご案内と合わせて補

足テキストをお送りします。開催日までに

指定のページを熟読いただきご参加くだ

さい。

■タッチケアとライフスタイル

体にふれるタッチやマッサージだけが

「ふれあい」ではありません。チャイル

ドケアでは、心と体と生活そのものか

ら「ふれる」を考えていくことが大切で

す。チャイルドケアでのタッチやふれあ

いについて、またライフスタイルについ

てお話しします。実技として、誰でも手軽

に楽しみながら行える「ハンドマッサー

ジ」を行います。

◆講師／松本美佳
◆時間／10：00～12：30
◆対象者・受講料
　MC会員／4,000円

　JAA会員・JAS生／4,500円

　その他一般／5,000円

■チャイルドケアの東洋医学

テキストではわかりにくい東洋医学につ

いて、わかりやすく解説します。東洋医学

を単純にツボの刺激とだけ捉えている方

も多いようです。東洋医学の包括的な考

えを生活の中に取り入れることで、さまざ

まなケアに役立てられるようになります。

実技として、楊枝、歯ブラシなど身近なも

ので刺激する方法を行います。

◆講師／松本安彦
◆時間／13：30～16：00
◆対象者・受講料
　MC会員／4,000円　

　JAA会員・JAS生／4,500円

　その他一般／5,000円

※午前午後ともにチャイルドケア加盟校

での通学講座受講生は、JAA会員と同じ

費用でのご参加が可能です。

※MC会員の皆様には、事前にチャイルド

ケアの基礎的な理解を深めていただくた

め、ガイドブック（別売）を読んでいただく

か、基礎編を受講されていることをお勧

めします。（公開講座によるネット配信受

講・または加盟校での受講が可能。詳細

はP8、12）

●チャイルドケアの概念と伝えるポイントを学ぶ！

チャイルドケアインストラクター（CCI）養成講習会

松本美佳・安彦先生による
春スクーリング
東京／4月12日（土）　大阪／4月26日（土）

東京／2月22日（土）　大阪／3月8日（土）

総集編
第2弾

特別
ヴァージョン

※ 2014 年 4月以降消費税変更に伴い、受講料が
　変わることがあります。
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メンバーズメールや活動報告など誌面を利用して発表してみませんか？ 

MC会員の更新手続き

下記の受講番号に該当する方は、今後のレポート提出には
MC会員の更新が必要です。（更新手続き書類11月上旬郵
送）更新をされない方は、次号より本誌ピーカーブーのお届
けもストップします。予めご了承ください。

●受講番号（最初の5桁）
12CH101、12CH102、12CH103、AC12-X、AC12-Y、
AC12-Z、CH12-9、CH12-X、CH12-Y、CH12-Z、CH13-1

渡邊望／山本美津子／藤井美江／渡邉汐香／岩井奈津美／今野千寿／
竹口佳恵／牧島泰実／渡邉崇/河本未希/若月美幸／片山史江／近藤優
子／多田静香／徳永加津子／山下知恵／堺香世子／池田千穂／牛澤友
美／荻須静加／奥村久美子／中村かおり／平田敦子／平松有加／薄井真
知子／西山綾香（敬称略／ 2013.6/1 ～ 2013.9/15付け　26名）

原稿募集！

今後の更なるご活躍を
心よりお祈りしています。

日本アロマコーディネーター協会　チャイルドケア本部

チャイルドケア・コーディネーターライセンス
認定試験実施要項

口の中に毎日入れるものだから、大人より繊細

な赤ちゃんや、つわりなどで味に対して過敏な

妊婦の方にも安心して使ってほしい。メイド オ

ブ オーガニクスでは、オーラルライン全製品

がACO認定（食品グレードのオーガニック基

準）を取得しています。つまり、極めてオーガニッ

ク成分配合率が高いものしかご用意していませ

ん。赤ちゃんは、歯みがき粉と言えども口に入っ

た時点で飲みこんでしまうことも多くあります

が、安全な成分でできている歯みがき粉でケア

してあげれば、お母さんの気苦労も減るという

もの。普段の生活の中の「心配ごと」を取り除く、

それもメイド オブ オーガニクスが目指すことの

1つです。辛みに敏感な小さいお子様や

赤ちゃんにはレギュラータイプのオレンジや

レモン味がおすすめです。

ご興味を持たれた方はこちらから

　　　　↓

http://www.takakura.co.jp/
●株式会社たかくら新産業
　03-5466-3920
　トゥースペースト

　（ミント・レモン・オレンジ・グリーンハーブ）

　75g￥1,260　25g￥630

2014 年 1月

◆試験日／ 2014年1月26日（日）
◆受験資格／ 2014年1月24日（金）
現在、協会が指定する各スクールの所定
のカリキュラムを修了し、修了証書を有
している者（所属スクールの修了証のコ
ピーが必要）
◆試験形式
　理論試験（記述・選択）90分
　小論文60分

◆受験料／10,500円（税込み）
◆振込先
●三菱東京UFJ銀行　池袋東口支店　
　普通　1920305
　日本アロマコーディネーター協会
●ゆうちょ銀行　
　00170-4-122869
　日本アロマコーディネーター協会

◆受験願書の提出期間
2013年11月25日（月）～
2013年12月27日（金）（必着）
※ 認定試験の合格発表は2月上旬、
JAA正会員登録手続きの期限は3月末、
登録者へのライセンス証等発送は4月下
旬です。
※ホームスタディ講座の受講生は別規定
となります。

─通学講座：受験手続きの流れ─

加盟校
主宰者様へ

赤ちゃんや妊婦さんに

メイド オブ オーガニクス
トゥースペースト（歯磨き粉）

JAA法人会員様が扱う商品か
ら、育児中のお母さんたちに
喜んでいただけそうなものを
ピックアップしてのご紹介です。

ス タッフ
おすすめ
エコライフ


